
第
五
章 

日
乗
の
後
半
生 

   
 
 

は
じ
め
に 

  

永
禄
・
元
亀
年
間
の
畿
内
情
勢
を
考
察
す
る
際
、
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
登
場
す
る
人
物
が
日
乗
で
あ

る
。
日
乗
の
活
躍
す
る
時
期
は
、
織
田
信
長
が
足
利
義
昭
を
奉
じ
て
上
洛
し
た
永
禄
一
一
年
（
一
五
六
八
）

か
ら
、
義
昭
を
追
放
す
る
天
正
元
年
（
一
五
七
三
）
頃
ま
で
で
あ
る
。
そ
の
間
、
禁
裏
修
理
奉
行
や
毛
利
へ

の
使
者
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
。
ま
た
、
信
長
は
義
昭
と
の
関
係
が
悪
化
す
る
と
、
永
禄
一
三
年
に
条
書
を

発
し
て
義
昭
を
詰
問
し
て
い
る
が
、
そ
の
宛
所
に
日
乗
の
名
が
登
場
す
る
。
こ
の
条
書
は
極
め
て
重
要
な
文

書
で
あ
る
だ
け
に
、
当
時
日
乗
が
い
か
に
重
用
さ
れ
て
い
た
か
が
読
み
取
れ
る
だ
ろ
う
。 

 

こ
の
こ
と
は
、
同
時
期
の
畿
内
キ
リ
シ
タ
ン
史
に
も
当
て
は
ま
る
。
永
禄
八
年
に
伴
天
連
追
放
の
女
房
奉

書
が
出
さ
れ
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
は
京
都
退
去
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
永
禄
一
二
年
、
和
田
惟
政
の
仲
介

に
よ
っ
て
京
都
復
帰
が
実
現
し
た
も
の
の
、
以
後
も
反
キ
リ
シ
タ
ン
一
派
に
よ
る
執
拗
な
妨
害
を
受
け
て
い

る
。
そ
の
中
心
人
物
が
日
乗
で
あ
っ
た
。
日
乗
は
信
長
の
面
前
で
フ
ロ
イ
ス
と
宗
論
を
行
い
、
ま
た
信
長
や

義
昭
に
宣
教
師
の
追
放
を
進
言
し
た
。
結
局
両
者
か
ら
は
そ
の
許
可
は
得
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
天
皇
か
ら
は

伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
獲
得
し
て
い
る
。
こ
の
事
柄
を
と
っ
て
み
て
も
、
永
禄
一
二
年
頃
の
畿
内
キ
リ
シ
タ

ン
史
を
考
え
る
際
、
日
乗
抜
き
で
語
る
こ
と
は
で
き
な
い
の
で
あ
る(

1
)

。 
 

こ
の
よ
う
に
、
信
長
か
ら
重
用
さ
れ
、
綸
旨
を
獲
得
で
き
る
ほ
ど
の
人
物
で
あ
っ
た
日
乗
だ
が
、
永
禄
・

元
亀
年
間
の
華
々
し
い
活
躍
に
比
べ
て
、
天
正
年
間
に
入
る
と
史
料
上
登
場
す
る
機
会
が
少
な
く
な
る
。
そ

の
た
め
、
ど
の
よ
う
な
後
半
生
を
た
ど
っ
た
か
判
然
と
し
な
い
。
諸
研
究
お
よ
び
事
典
類
に
お
い
て
も
彼
の

後
半
生
に
関
す
る
記
述
は
、
あ
ま
り
に
異
同
が
激
し
く
、
統
一
し
た
見
解
が
見
ら
れ
て
い
な
い
と
い
う
の
が

現
状
で
あ
る(

2
)

。 
 

そ
こ
で
、
日
乗
の
後
半
生
に
関
す
る
先
行
研
究
の
整
理
を
行
い
、
こ
の
よ
う
な
異
同
が
見
ら
れ
た
原
因
に

つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
に
し
た
い
。 

   
 
 

一 

先
行
研
究
に
見
る
日
乗
記
述
の
「
終
見
」 

  

ま
ず
、
こ
れ
ま
で
の
諸
研
究
お
よ
び
事
典
等
に
記
述
さ
れ
て
い
る
日
乗
の
「
終
見
」(

3)

に
つ
い
て
整
理
す

る
。
諸
研
究
に
よ
る
と
、
「
終
見
」
は
天
正
元
年
・
天
正
三
年
・
天
正
四
年
の
い
ず
れ
か
に
分
類
さ
れ
る
。 

 

そ
の
内
、
最
も
多
く
見
ら
れ
る
の
は
天
正
元
年
と
す
る
記
述
で
あ
る
。
吉
川
弘
文
館
『
国
史
大
辞
典
』
で

「
日
乗
」
の
項
を
執
筆
し
た
久
保
健
一
郎
氏
は
「
天
正
元
年
ご
ろ
に
は
信
長
の
寵
を
失
っ
た
ら
し
」
い
と
、

断
定
的
な
表
記
を
避
け
て
い
る
が
、
天
正
元
年
頃
を
失
権
時
期
と
し
て
い
る(

4
)

。
『
織
田
信
長
家
臣
人
名
辞

典
』(

5
)

の
著
者
で
あ
る
谷
口
克
広
氏
も
、
「
朝
山
日
乗
」
の
項
で
『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
元
年
一
二
月
二

一
日
条
の
記
事
を
最
後
に
日
乗
の
名
は
絶
え
る
と
し
、
病
に
倒
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
測
し
て
い
る
。
松

田
毅
一
氏
も
『
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
』(

6
)

に
お
い
て
、
『
信
長
公
記
』
に
天
正
元
年
の
初
め
か
ら
後
に
日

乗
の
名
が
出
て
こ
な
い
こ
と
を
根
拠
に
、天
正
元
年
頃
に
信
長
か
ら
の
寵
を
失
っ
た
の
で
あ
ろ
う
と
し
て
い

る
。
事
典
類
が
天
正
元
年
頃
を
日
乗
記
述
の
「
終
見
」
と
し
て
お
り
、
一
般
に
天
正
元
年
が
失
権
時
期
と
理

解
さ
れ
て
い
る
。 



 
次
に
天
正
三
年
と
す
る
説
で
あ
る
。
天
正
三
年
に
日
乗
が
失
権
し
た
と
述
べ
た
の
は
荻
野
三
七
彦
氏
で
あ

る
。
荻
野
氏
は
、
『
御
湯
殿
上
日
記
』
天
正
三
年
三
月
二
五
日
条
の
記
事
か
ら
、
日
乗
が
信
長
の
側
近
か
ら

追
放
さ
れ
た
と
推
測
し
て
い
る(

7
)

。
清
水
紘
一
氏
も
荻
野
氏
の
説
を
支
持
し
、
天
正
三
年
三
月
を
失
権
時
期

と
し
て
い
る(

8
)

。 
 

最
後
に
天
正
四
年
と
す
る
説
で
あ
る
。
天
正
四
年
を
「
終
見
」
と
す
る
の
は
、
日
乗
研
究
の
先
駆
者
で
あ

る
三
浦
周
行
氏
で
あ
る
。
氏
は
、
日
乗
の
記
述
は
天
正
四
年
二
月
二
六
日
ま
で
下
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る

(
9
)

。 
 

以
上
、
一
般
に
は
天
正
元
年
が
日
乗
記
述
の
「
終
見
」
と
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
天
正
三
年
・
天

正
四
年
説
と
諸
説
あ
り
、
見
解
の
統
一
が
見
ら
れ
て
い
な
い
。 

 

そ
れ
で
は
、諸
説
の
う
ち
い
ず
れ
の
説
が
正
し
い
か
と
い
え
ば
、
天
正
四
年
に
日
乗
の
記
事
が
あ
る
以
上
、

三
浦
氏
の
天
正
四
年
説
が
正
し
い
と
い
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
三
説
出
さ
れ
た
の
に
は
、
各
説
に
一
応
の

論
拠
が
あ
る
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
点
を
解
決
し
な
け
れ
ば
日
乗
の
後
半
生
を
説
明
し
た
こ
と
に
は
な
ら
な
い
。 

 

そ
こ
で
、
次
節
で
諸
氏
の
見
解
の
論
拠
と
な
る
史
料
を
確
認
し
な
が
ら
、
検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。 

   
 
 

二 

天
正
年
間
に
お
け
る
日
乗
記
事 

  

天
正
年
間
に
入
っ
て
か
ら
の
日
乗
の
行
動
を
時
系
列
に
従
っ
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 
 

１ 

天
正
元
年 

  

天
正
元
年
で
は
、
織
田
信
長
文
書
や
『
信
長
公
記
』
、
『
御
湯
殿
上
日
記
』
な
ど
に
度
々
登
場
す
る
こ
と

か
ら
、
比
較
的
容
易
に
日
乗
の
行
動
を
追
う
こ
と
が
で
き
る
。 

 

天
正
元
年
に
入
っ
て
最
初
に
日
乗
の
動
向
が
確
認
で
き
る
の
は
、
『
信
長
公
記
』
に
お
い
て
で
あ
る
。
前

年
信
長
は
足
利
義
昭
に
十
七
ヶ
条
の
異
見
状
を
提
出
し
、
そ
の
失
政
を
詰
問
し
た
。
し
か
し
、
義
昭
は
異
見

状
に
従
わ
ず
、
信
長
と
義
昭
と
の
関
係
は
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
頃
織
田
権
力
は
、
武
田

信
玄
が
西
上
し
て
徳
川
の
領
国
に
進
出
、
近
江
は
浅
井
・
朝
倉
の
抵
抗
と
い
う
、
四
方
か
ら
敵
に
包
囲
さ
れ

て
い
る
と
い
う
状
況
下
に
い
た
。
そ
の
た
め
、
信
長
は
義
昭
に
人
質
と
誓
紙
を
送
り
、
義
昭
と
最
後
の
交
渉

に
入
っ
た
。
そ
の
時
の
使
者
が
島
田
秀
満
・
村
井
貞
勝
、
そ
し
て
日
乗
で
あ
っ
た(

1
0
)

。
こ
の
交
渉
の
使
者
に

日
乗
が
選
ば
れ
た
の
に
は
、
条
書
の
宛
所
が
日
乗
で
あ
っ
た
こ
と
も
関
係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
、
信
長
の
日

乗
へ
の
期
待
が
こ
の
時
期
で
も
窺
わ
れ
る
。
よ
っ
て
、
信
長
の
日
乗
に
対
す
る
評
価
は
変
化
し
て
い
な
い
と

考
え
て
よ
い
。 

 

そ
の
後
九
月
に
な
っ
て
、
日
乗
の
名
が
毛
利
へ
の
使
者
と
し
て
登
場
す
る
。
数
ヶ
月
の
彼
に
関
す
る
記
述

の
空
白
は
、
義
昭
と
信
長
の
決
裂
に
よ
っ
て
軍
事
的
対
立
に
移
り
、
日
乗
の
活
躍
す
る
場
が
少
な
く
な
っ
た

こ
と
と
、
信
長
家
臣
に
よ
る
京
都
支
配
が
進
展
し
た
こ
と
な
ど
が
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

日
乗
が
毛
利
へ
の
使
者
と
な
っ
た
こ
と
は
、
信
長
か
ら
疎
略
に
扱
わ
れ
て
の
こ
と
で
は
な
い
。
毛
利
輝
元
宛

羽
柴
秀
吉
書
状
に
「
就
公
方
様
御
入
洛
之
儀
、
信
長
江
御
諷
諫
之
通
、
則
申
試
候
処
、
同
心
被
申
候
」
と
あ

る
よ
う
に(
1
1
)

、
追
放
後
の
義
昭
の
処
遇
に
関
す
る
こ
と
が
、
こ
の
時
の
交
渉
の
重
要
課
題
に
な
っ
て
い
た
。

日
乗
が
こ
の
使
者
を
任
さ
れ
た
の
は
、
永
禄
年
間
か
ら
の
毛
利
と
の
繋
が
り
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
こ
れ
ま
で

義
昭
の
も
と
へ
使
者
と
し
て
派
遣
さ
れ
て
い
た
経
緯
も
関
係
し
て
い
よ
う
。
義
昭
の
処
遇
問
題
を
含
ん
だ
対



毛
利
交
渉
は
、
こ
の
時
期
の
織
田
権
力
に
と
っ
て
重
要
な
課
題
で
あ
り
、
そ
の
使
者
と
な
っ
た
日
乗
は
や
は

り
重
用
さ
れ
て
い
た
と
評
価
で
き
る
。 

 

天
正
元
年
最
後
の
記
事
は
、
丹
波
国
山
国
荘
へ
の
入
部
に
つ
い
て
で
あ
る
。
谷
口
克
広
氏
は
、
『
御
湯
殿

上
日
記
』
一
二
月
二
一
日
条
の
山
国
荘
入
部
の
記
事
を
最
後
に
日
乗
の
名
は
絶
え
る
と
す
る(

1
2
)

。
山
国
荘
は

も
と
も
と
禁
裏
御
料
で
あ
っ
た
が
、
戦
国
期
に
宇
津
頼
重
が
占
領
し
た
。
そ
の
た
め
、
信
長
は
日
乗
に
山
国

荘
へ
の
入
部
を
命
じ
た
が(

1
3)

、
日
乗
に
よ
っ
て
直
務
が
完
遂
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
、
結
局
信
長
の

軍
事
行
動
に
よ
っ
て
決
着
を
み
る
こ
と
と
な
る
。
天
正
七
年
七
月
に
信
長
の
命
を
受
け
た
明
智
光
秀
が
宇
津

氏
を
滅
ぼ
し
、
よ
う
や
く
も
と
の
禁
裏
御
料
と
な
っ
た
。 

  
 
 

２ 

天
正
三
年
三
月
二
五
日
・
二
八
日 

  

天
正
三
年
に
至
っ
て
も
公
家
の
日
記
に
日
乗
の
名
が
し
ば
し
ば
登
場
す
る
。
た
だ
し
、
そ
れ
ら
の
記
事
は

信
長
と
の
関
連
性
が
読
み
取
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
例
え
ば
「
日
乗
上
人
所
へ
二
条
殿
御
樽
被
遣
也
、
」(

1

4
)

と
い
っ
た
よ
う
な
公
家
と
の
個
人
的
な
や
り
と
り
を
示
す
記
事
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。 

 

そ
の
中
で
、
三
月
に
日
乗
と
信
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
特
記
す
べ
き
記
事
が
あ
る
。
そ
れ
は
『
御
湯
殿
上

日
記
』
三
月
二
五
日
条
で
、
荻
野
三
七
彦
氏
が
天
正
三
年
を
日
乗
失
権
時
期
と
す
る
根
拠
に
挙
げ
て
い
る
記

事
で
あ
る
。 

 

【
史
料
１
】 

信
長
よ
り
日
乗
き
よ
う
て
う
を
し
よ
く
す
る
ほ
と
に
、
て
ん
さ
い
と
い
ふ
へ
き
と
申
入
候
、 

  

荻
野
氏
は
こ
の
【
史
料
１
】
か
ら
「
日
乗
が
側
近
か
ら
追
放
さ
れ
る
こ
と
に
深
く
か
か
わ
っ
て
い
る
よ
う

に
推
察
さ
れ
る
」
と
し
て
い
る
。
こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
は
仮
名
の
部
分
で
あ
ろ
う
。
荻
野
氏
は
「
右
の
カ

ナ
文
に
当
字
を
と
考
え
た
場
合
に
、
「
狂
状
」
「
凶
状
」
、
「
天
裁
」
「
天
災
」
な
ど
が
浮
か
ぶ
で
あ
ろ
う
。

不
詳
と
て
真
相
は
判
ら
な
い
」(

1
5
)

と
述
べ
る
。 

 

確
か
に
荻
野
氏
が
述
べ
て
い
る
よ
う
に
、
こ
の
記
事
の
解
釈
は
難
解
で
あ
る
が
、
そ
の
内
「
て
ん
さ
い
」

と
い
う
文
言
に
つ
い
て
は
『
宣
教
卿
記
』
同
日
条
か
ら
解
決
す
る
こ
と
が
で
き
る
。 

 

【
史
料
２
】 

廿
五
日
子
天
晴 

一
、
信
長
三
大
・
勧
大
へ
日
乗
上
人
ト
云
義
イ
ハ
レ
ヌ
ヨ
シ
在
之
、
各
儀
ア
ラ
タ
メ
テ
典．
済．
可
然
之 

由
信
長
被
申
也
、
各
尤
之
由
申
也
、
使
者
始
祐
閑
、
後
ニ
ハ
明
知
・
五
郎
左
衛
門
・

ハ
ン坊

九
・
祐
閑
四 

人
ニ
テ

三
大
へ
被
申
也
、
［
傍
点
筆
者
］ 

  

こ
の
史
料
か
ら
『
御
湯
殿
上
日
記
』
に
書
か
れ
た
「
て
ん
さ
い
」
が
「
典
済
」(

1
6
)

で
あ
っ
た
こ
と
が
判
明

す
る
。
す
な
わ
ち
、
「
て
ん
さ
い
」
は
荻
野
氏
の
当
て
た
「
天
裁
」
「
天
災
」
で
は
な
く
、
人
名
の
「
典
済
」

で
あ
り
、
「
日
乗
上
人
」
を
改
め
て
「
典
済
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
信
長
が
指
示
し
た
記
事
だ
っ
た
の
で

あ
る
。
そ
の
こ
と
を
よ
り
明
快
に
示
す
史
料
が
、
『
言
経
卿
記
』
天
正
四
年
正
月
五
日
条
に
あ
り
、
「
典
斎

日
乗
事
也
、

」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

 

問
題
は
【
史
料
１
】
の
「
信
長
よ
り
日
乗
き
よ
う
て
う
を
し
よ
く
す
る
ほ
と
に
」
と
、
【
史
料
２
】
の
「
信



長
三
大
・
勧
大
へ
日
乗
上
人
ト
云
義
イ
ハ
レ
ヌ
ヨ
シ
在
之
」
と
い
う
部
分
の
解
釈
で
あ
ろ
う
。
【
史
料
２
】

の
「
日
乗
上
人
ト
云
義
イ
ハ
レ
ヌ
ヨ
シ
在
之
」
か
ら
、
「
日
乗
上
人
」
と
い
う
呼
称
が
問
題
と
な
っ
て
い
る

こ
と
は
読
み
取
れ
る
。
し
か
し
、
ど
の
よ
う
な
意
図
か
ら
「
典
済
」
と
す
る
べ
き
で
あ
る
と
信
長
が
言
っ
た

の
か
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
【
史
料
１
】
の
「
き
よ
う
て
う
を
し
よ
く
す
る
ほ
と
に
」
の
部
分
が
そ
の
手
掛

か
り
と
な
る
の
だ
が
、
内
容
が
不
明
で
あ
る
以
上
、
こ
れ
以
上
の
論
証
は
不
可
能
で
あ
る
。 

 

し
か
し
、
こ
の
記
事
を
根
拠
に
日
乗
が
信
長
の
も
と
か
ら
追
放
さ
れ
た
と
推
定
す
る
荻
野
氏
の
見
解
は
、

次
の
史
料
か
ら
否
定
さ
れ
る
。
先
の
記
事
の
三
日
後
の
『
宣
教
卿
記
』
三
月
二
八
日
条
で
あ
る
。 

 

【
史
料
３
】 

廿
八
日
卯
雨
下
、
従
七
時
分
大
雨
也
、 

一
、
二
条
殿
へ
御
樽
進
上
ス
ル
也
、
幡
磨
ノ
タ
チ
ノ
ム
ス
メ 

ヲ
サ
ゴ
ノ
御
方
、
前
ハ
公
方
ノ
上
臈

也
、
今
度
信
長
ム
ス
メ

ニ

シ
テ
、
二
条
殿
御
方
御
所
へ
進
上
也
、
警
固
ノ
衆
村
井
民
部
・
日
乗
御
供
也
、

三
献
参
也
、
御
は
い
せ
ん
ス
ル
也
、
夜
也
、 

  

関
白
二
条
晴
良
の
息
昭
実
の
嫁
娶
の
記
事
で
あ
る(

1
7)

。
「
ヲ
サ
ゴ
ノ
御
方
」
が
信
長
の
養
女
と
し
て
嫁
ぐ

こ
と
に
な
り
、
そ
の
嫁
入
の
警
固
と
し
て
村
井
貞
勝
と
日
乗
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
三
月
二
八
日
に
嫁

入
の
警
固
を
日
乗
に
任
せ
て
い
る
の
に
、
そ
の
三
日
前
に
信
長
が
日
乗
を
追
放
す
る
は
ず
が
な
い
。
実
際
三

月
二
八
日
に
は
日
乗
は
村
井
貞
勝
と
警
固
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
三
月
二
五
日
条
の
【
史
料
１
】
【
史

料
２
】
は
、
少
な
く
と
も
日
乗
が
信
長
の
も
と
か
ら
追
放
さ
れ
た
こ
と
を
示
す
根
拠
と
は
な
り
得
な
い
。 

  
 
 

３ 

天
正
三
年
三
月
二
八
日
以
降 

  

そ
の
後
の
日
乗
の
記
事
を
天
正
四
年
ま
で
見
て
い
こ
う
。
天
正
三
年
三
月
二
八
日
以
降
、
日
乗
に
関
す
る

記
事
の
ほ
と
ん
ど
が
、
公
家
と
の
個
人
的
な
や
り
と
り
に
関
す
る
も
の
で
あ
る
。 

 

注
目
す
べ
き
点
は
表
記
の
変
化
で
あ
る
。
天
正
三
年
三
月
二
五
日
以
降
日
乗
が
登
場
す
る
史
料
は
『
言
継

卿
記
』
『
言
経
卿
記
』
『
宣
教
卿
記
』
『
御
湯
殿
上
日
記
』
で
あ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
表
記
に
な

っ
て
い
る
か
を
表
に
し
て
み
た
。 

 

表
を
見
る
と
、
い
く
つ
か
の
特
徴
が
認
め
ら
れ
る
。
第
一
に
、
天
正
三
年
三
月
二
五
日
に
日
乗
は
信
長
か

ら
「
典
済
」
と
改
め
る
よ
う
に
指
示
を
受
け
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
も
『
言
継
卿
記
』
『
宣
教
卿
記
』
に

は
変
わ
ら
ず
「
日
乗
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
も
ち
ろ
ん
日
記
と
い
う
史
料
上
の
性
格
も
関
係
し
て
い
る
と
思

わ
れ
る
が
、
「
日
乗
」
と
い
う
表
記
は
天
正
四
年
に
お
い
て
も
な
お
見
ら
れ
る
。
第
二
に
、
日
乗
に
「
上
人
」

が
使
わ
れ
て
い
な
い
点
で
あ
る
。
三
月
二
五
日
ま
で
表
記
の
ほ
と
ん
ど
が
「
日
乗
上
人
」
と
あ
り
、
「
上
人
」

と
い
う
文
言
が
必
ず
と
い
っ
て
よ
い
ほ
ど
記
さ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
降
は
「
上 

人
」
が
全
く
用
い
ら
れ
て
い
な
い
。
第
三
に
、
「
朝 

山
三
位
法
印
日
乗
」
「
典

三
位
法
印

斎
日
乗
」
（
『
言
継
卿
記 

』
） 

・
「
日
乗
三
位
」
（
『
宣
教
卿
記
』
）
と
書
か
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
表
に
よ
れ
ば
、
『
宣
教
卿
記
』
天

正
三
年
七
月
二
〇
日
条
の
「
日
乗
三
位
」
が
初
見
で

あ
る
が
、
い
つ
三
位
法
印
と
な
っ
た
か
は
不
明
で
あ



る
。 

 

ま
と
め
る
と
、
天
正
三
年
三
月
二
五
日
に
日
乗
は

信
長
か
ら
「
典
済
」
と
改
め
る
よ
う
に
指
示
さ
れ
る
。

し
か
し
、
公
家
の
日
記
で
は
「
典
済
」
だ
け
で
な
く

「
日
乗
」
と
も
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「
日
乗
」

と
い
う
名
で
は
な
く
、
「
上
人
」
号
が
問
題
と
な
っ

て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
そ
の
後
日
乗
が
「
三
位
法

印
」
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
と
も
関
係
が

深
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
【
史
料
１
】
に
は

「
上
人
」
と
い
う
文
言
が
記
さ
れ
て
い
な
い
た
め
、

こ
れ
を
確
定
す
る
に
は
更
な
る
裏
付
け
史
料
が
必
要

で
あ
る
の
で
、
こ
こ
で
は
そ
の
可
能
性
を
示
す
に
留

め
る
。 

 
さ
て
、
日
乗
関
連
記
事
の
「
終
見
」
を
見
て
い
こ

う
。
「
終
見
」
は
、
三
浦
周
行
氏
が
挙
げ
た
『
言
継 

卿
記
』
天
正
四
年
二
月
二
六
日
条
で
あ
る
。 

  

【
史
料
４
】 

一
、
典

三
位
法
印

斎
日
乗
使
有
之
、
右
大
将
殿
昨
夕
江
州
安
土
之
城
へ
被
付
了
、
公
家
各
迎
之
衆
可
押
留
之
由 

被
申
上
云
々
、 

 

【
史
料
４
】
は
、
日
乗
が
使
者
を
遣
わ
し
て
、
昨
夕
信
長
が
安
土
城
に
移
っ
た
こ
と
、
公
家
の
迎
え
の
衆
は

無
用
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
て
き
た
も
の
で
あ
る
。こ
の
記
事
か
ら
天
正
四
年
二
月
二
六
日
段
階
に
お
い
て
も
、

日
乗
は
信
長
の
も
と
で
行
動
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。 

 

そ
れ
以
降
の
日
乗
に
関
す
る
記
事
は
管
見
に
触
れ
な
い
。 

  

以
上
、
日
乗
の
後
半
生
を
追
っ
た
。
天
正
元
年
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
は
、
足
利
義
昭
へ
の
使
者
と
な
る

な
ど
活
躍
の
場
も
あ
っ
た
。
し
か
し
、
義
昭
追
放
以
降
は
活
躍
の
場
が
京
都
か
ら
離
れ
、
毛
利
へ
の
使
者
や

丹
波
国
山
国
荘
へ
の
入
部
に
関
わ
る
職
務
を
帯
び
て
い
た
。
こ
れ
は
、
義
昭
と
信
長
の
対
立
が
軍
事
的
対
立

に
移
行
し
て
日
乗
の
活
躍
の
場
が
な
く
な
っ
た
こ
と
と
、
織
田
家
臣
に
よ
る
京
都
支
配
が
一
段
と
進
展
し
た

た
め
と
考
え
ら
れ
る
。 

 

け
れ
ど
も
、
義
昭
追
放
後
信
長
か
ら
疎
略
に
扱
わ
れ
た
わ
け
で
も
、
ま
し
て
追
放
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
か

っ
た
。
天
正
三
年
三
月
二
五
日
に
「
典
済
」
と
改
め
る
よ
う
信
長
か
ら
指
示
さ
れ
た
が
、
そ
れ
は
荻
野
氏
の

指
摘
す
る
よ
う
な
日
乗
追
放
と
は
無
関
係
で
あ
り
、
実
際
そ
の
三
日
後
信
長
の
養
女
「
ヲ
サ
ゴ
ノ
御
方
」
の

嫁
入
の
警
固
役
に
な
っ
て
い
る
。
少
な
く
と
も
天
正
四
年
二
月
二
六
日
ま
で
信
長
の
も
と
で
行
動
し
て
い
た

こ
と
が
確
認
で
き
、
追
放
さ
れ
た
と
い
う
形
跡
は
見
当
た
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
天
正
四
年
を
「
終
見
」
と
す

る
三
浦
氏
の
見
解
が
正
し
い
と
い
え
る
。 

 

そ
れ
で
は
、
な
ぜ
こ
れ
ま
で
日
乗
追
放
と
い
う
こ
と
が
議
論
さ
れ
て
き
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
に
は
イ

エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
史
料
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。 



   
 
 

三 

イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
の
誤
読 

  

荻
野
三
七
彦
氏
は
論
文
「
怪
僧
日
乗
に
つ
い
て
」
を
こ
う
締
め
括
る
。
「
日
乗
が
信
長
の
信
頼
を
失
っ
て

追
放
さ
れ
た
の
は
何
年
の
こ
と
で
あ
っ
た
の
か
、
更
に
彼
の
没
年
は
何
時
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
の
末
路
は
全

然
正
史
に
は
遺
存
し
な
い
」
と
。 

 

確
か
に
日
乗
の
後
半
生
は
判
然
と
し
な
い
点
が
多
い
。
し
か
し
、日
乗
は
本
当
に
信
長
の
信
頼
を
失
っ
て
、

追
放
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
従
来
の
後
半
生
に
関
す
る
研
究
は
、
「
日
乗
が
い
つ
信
長
の
も
と
か
ら
追
放

さ
れ
た
か
」
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
議
論
し
て
い
た
よ
う
に
思
え
る
。
だ
が
、
日
乗
追
放
と
い
う
明
確
な
記

述
が
あ
る
史
料
は
、
実
は
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
だ
け
で
あ
る
。
邦
文
史
料
で
は
、
前
節
で
扱
っ
た
天
正
三
年
三

月
二
五
日
条
の
記
事
と
、
『
言
継
卿
記
』
永
禄
一
三
年
三
月
二
一
日
条
の
記
事
に
日
乗
追
放
に
関
わ
り
の
あ

り
そ
う
な
内
容
が
あ
る
。
し
か
し
、
前
者
に
つ
い
て
は
前
節
で
す
で
に
誤
り
を
指
摘
し
て
お
り
、
後
者
に
つ

い
て
も
後
述
す
る
よ
う
に
日
乗
追
放
と
明
記
し
て
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

 

つ
ま
り
、
こ
れ
ま
で
の
日
乗
の
後
半
生
に
関
す
る
記
載
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
記
述
を
引
き
ず
っ
て
い

る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
こ
の
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
を
き
ち
ん
と
分
析
し
て
論
じ
た
研
究

は
な
い
。
そ
こ
で
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
う
ち
日
乗
に
関
す
る
記
事
を
取
り
上
げ
、
検
討
し
て
い
く
こ
と
に
す

る
。 

 

日
乗
に
関
す
る
記
事
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
に
よ
る
書
翰
と
、
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
の
「
日
本
史
」
に

見
ら
れ
る
が
、
フ
ロ
イ
ス
「
日
本
史
」
は
書
翰
を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
の
で
、
書
翰
か
ら
検
討
し
て
い
き

た
い
。
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
の
う
ち
、
日
乗
の
記
事
が
確
認
で
き
る
の
は
次
の
五
通
で
あ
る
。 

 

書
翰
Ａ 

一
五
六
九
年
六
月
一
日
（
永
禄
一
二
年
五
月
一
七
日
）
付
、
都
発
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・
デ
・

 
 
 
 

フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
宛
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰(

1
8
) 

書
翰
Ｂ 

一
五
六
九
年
七
月
一
二
日
（
永
禄
一
二
年
閏
五
月
二
八
日
）
付
、
都
発
ベ
ル
シ
ョ
ー
ル
・

 
 
 
 

デ
・
フ
ィ
ゲ
イ
レ
ド
宛
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰(

1
9
) 

書
翰
Ｃ 

一
五
七
〇
年
一
二
月
一
日
（
元
亀
元
年
一
一
月
四
日
）
付
、
都
発
ゴ
ア
の
学
院
の
一
修
道

 
 
 
 

士
宛
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰(

2
0
) 

書
翰
Ｄ 

一
五
七
一
年
九
月
二
八
日
（
元
亀
二
年
九
月
一
〇
日
）
付
、
都
発
イ
ン
ド
の
管
区
長
ア
ン

 
 
 
 

ト
ニ
オ
・
デ
・
ク
ア
ド
ゥ
ロ
ス
宛
ル
イ
ス
・
フ
ロ
イ
ス
書
翰(

2
1
) 

書
翰
Ｅ 

一
五
七
八
年
四
月
八
日
（
天
正
六
年
三
月
二
日
）
付
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
書
翰(

2
2) 

  

こ
の
う
ち
、
書
翰
Ａ
・
Ｂ
は
日
乗
と
フ
ロ
イ
ス
が
宗
論
を
行
っ
た
記
事
、
日
乗
が
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を

得
て
宣
教
師
の
追
放
を
画
策
し
た
記
事
な
ど
、
永
禄
一
二
年
に
宣
教
師
の
京
都
居
住
の
可
否
を
巡
っ
て
起
き

た
一
連
の
出
来
事
が
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
出
来
事
に
つ
い
て
は
第
一
部
第
六
章
で
論
じ
る
の
で
、
こ
こ
で

は
書
翰
Ｃ
・
Ｄ
・
Ｅ
を
順
に
検
証
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 

  
 
 

１ 

書
翰
Ｃ 

  

書
翰
Ｃ
に
は
、
和
田
惟
政
が
信
長
か
ら
の
勘
当(

2
3
)

が
解
け
た
こ
と
を
述
べ
た
後
、
今
度
は
日
乗
が
信
長
か



ら
追
放
さ
れ
る
内
容
が
記
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
部
分
を
引
用
し
よ
う
。 

 
【
史
料
５
】
（
書
翰
Ｃ
部
分
） 

 

和
田
殿
が
信
長
か
ら
の
勘
当
が
解
け
て
か
ら
五
、
六
日
後
、
彼
に
対
し
て
虚
偽
の
訴
え
を
行
っ
た
、

か
の
仏
僧
［
日
乗
］(24

)

は
神
の
正
当
な
る
裁
き
に
よ
り
、
他
の
人
々
か
ら
彼
が
犯
し
た
重
大
な
罪
に
つ

い
て
訴
え
ら
れ
ま
し
た
。
信
長
は
こ
れ
を
知
っ
て
激
怒
し
、
多
く
の
領
主
の
前
で
彼
を
罵
っ
た
後
、

足
蹴
に
し
て
追
い
出
す
よ
う
命
じ
ま
し
た
。
彼
は
青
ざ
め
、
す
ぐ
さ
ま
（
そ
の
場
か
ら
）
立
ち
去
り

ま
し
た
。
彼
は
そ
れ
ま
で
有
し
て
い
た
役
職
を
奪
わ
れ
、
そ
の
後
、
縁
故
や
懇
願
に
よ
り
、
ま
た
、

特
に
内
裏
の
宮
殿
を
再
建
す
る
た
め
彼
に
託
し
た
多
額
の
金
銭
に
関
す
る
報
告
が
な
い
間
は
、
彼
が

逃
げ
な
い
よ
う
に
、
信
長
は
彼
に
対
し
て
素
知
ら
ぬ
ふ
り
を
し
ま
し
た
。
彼
は
今
も
宮
廷
内
に
お
り

ま
す
が
、
気
に
も
留
め
ら
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。(

2
5
) 

D
epois de V

atadono ser reconseliado com
 N

obunanga, dahi a sim
co ou seis dias, aquele b

om
zo que falçam

ente o acuzou, por justo juiso divino foi por outros acusado de graves del
ictos em

 que foi achado, de cuja noticia N
obunanga, em

 estrem
o irado, depois de o desom

rar de palavra param
te m

uitos senhores, m
andou que o pisasem

 os couces e o deitacem
 for

a. A
colheo-se pola boa delusidade

(
2
6
) e ligeireza dos pes.  Foi loguo lancado fora dos carre

guos que tinha, e depois, por adherem
cias e rogos, e m

axim
e por

(
2
7
) se não acolher sem
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こ
の
記
事
に
対
し
て
、
書
翰
Ｃ
が
出
さ
れ
た
後
の
元
亀
二
年
に
も
日
乗
は
内
裏
の
修
理
を
行
っ
て
い
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
記
事
は
偽
り
で
信
用
に
値
し
な
い
も
の
と
し
て
見
な
す
向
き
も
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
記
事

が
偽
り
で
あ
る
こ
と
を
実
証
的
に
論
じ
た
研
究
は
な
い
。
日
乗
は
宣
教
師
追
放
を
唱
え
た
中
心
人
物
で
あ
っ

た
た
め
、
フ
ロ
イ
ス
は
日
乗
に
対
し
て
あ
ま
り
に
酷
い
書
き
方
を
し
て
い
る
が
、
偽
り
を
書
い
た
と
い
う
確

証
は
な
い
。
む
し
ろ
こ
の
記
事
を
正
確
に
読
み
と
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 

 

【
史
料
５
】
を
見
る
と
、
日
乗
が
不
正
を
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
た
信
長
は
激
怒
し
、
多
く
の
家
臣
等
の

面
前
で
日
乗
を
叱
責
し
た
と
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
の
耳
に
も
入
る
こ
の
出
来
事
は
、
京
都
中
の
噂
に
上
っ
た
で

あ
ろ
う
。
事
実
こ
の
フ
ロ
イ
ス
の
記
事
に
関
連
す
る
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
『
言
継
卿
記
』
永
禄
一
三
年
三

月
二
一
日
条
に
見
ら
れ
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
従
来
日
乗
追
放
関
連
の
記
事
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
も

の
で
あ
る
。
引
用
し
よ
う
。 

 

【
史
料
６
】 

禁
中
御
作
事
見
舞
了
、
日
乗
上
人
信
長
之
勘
気
之
由
風
聞
有
之
如
何
、
尚
可
尋
之
、 

  

公
家
衆
の
中
で
も
と
り
わ
け
日
乗
と
昵
懇
の
仲
で
あ
っ
た
山
科
言
継
は
、
日
乗
が
信
長
か
ら
処
罰
さ
れ
る

か
ど
う
か
気
に
掛
け
て
い
る
。
「
風
聞
有
之
」
の
文
言
が
、
信
長
が
多
く
の
家
臣
等
の
面
前
で
日
乗
を
叱
責

し
た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
の
記
事
に
信
憑
性
を
持
た
せ
る
。
信
長
が
日
乗
に
激
怒
し
た
と
い
う
フ
ロ
イ
ス
の
記

事
は
、
実
際
に
起
こ
っ
て
い
た
の
で
あ
る
。 

 

続
い
て
、
【
史
料
５
】
の
後
半
部
分
を
見
て
い
こ
う
。
後
半
部
分
は
日
乗
が
信
長
か
ら
追
放
さ
れ
た
あ
と

も
「
宮
廷
内
」
す
な
わ
ち
内
裏
に
い
る
が
、
信
長
は
そ
れ
を
無
視
し
て
い
る
と
い
う
内
容
で
あ
る
。
こ
の
箇



所
は
、
前
半
の
日
乗
追
放
に
注
目
し
す
ぎ
た
あ
ま
り
、
軽
視
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
思
う
。
し
か
し
、
こ
の
箇

所
で
明
ら
か
に
日
乗
は
内
裏
に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。こ
の
部
分
を
禁
裏
修
理
と
考
え

れ
ば
、
邦
文
史
料
と
も
合
致
す
る
内
容
な
の
で
あ
る
。 

 

つ
ま
り
、
【
史
料
５
】
は
日
乗
を
敵
視
す
る
フ
ロ
イ
ス
が
書
い
た
書
翰
で
あ
る
た
め
、
敵
意
む
き
出
し
な

形
で
誇
張
し
た
表
現
と
な
っ
て
い
る
が
、
事
実
関
係
の
み
を
読
み
と
れ
ば
以
下
の
通
り
と
な
る
。
日
乗
は
不

正
が
明
る
み
と
な
り
信
長
の
怒
り
を
買
い
、こ
れ
ま
で
有
し
て
い
た
「
役
職
」
が
奪
わ
れ
る
事
態
と
な
っ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
も
禁
裏
に
出
入
り
し
て
お
り
、
禁
裏
修
理
を
行
っ
て
い
る
。 

 

日
乗
が
何
ら
か
の
「
役
職
」
を
奪
わ
れ
た
の
か
、
そ
れ
と
も
フ
ロ
イ
ス
の
誤
認
な
の
か
は
定
か
で
は
な
い

が
、
そ
の
後
も
禁
裏
に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
日
乗
は
信
長
か
ら
追
放
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。

フ
ロ
イ
ス
の
記
述
は
、
一
見
日
乗
が
追
放
さ
れ
た
よ
う
に
見
え
て
し
ま
い
、
三
浦
氏
は
じ
め
多
く
の
研
究
者

が
追
放
さ
れ
た
も
の
と
読
み
と
っ
て
し
ま
っ
た(

2
9
)

。
し
か
し
、
完
全
な
追
放
で
は
な
い
こ
と
は
記
事
を
正
し

く
読
め
ば
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。 

  
 
 

２ 

書
翰
Ｄ 

  

次
の
書
翰
は
書
翰
Ｃ
か
ら
約
十
ヶ
月
後
に
出
さ
れ
た
書
翰
で
あ
る
。
そ
の
間
三
通(

3
0
)

の
フ
ロ
イ
ス
書
翰
が

出
さ
れ
て
い
る
が
、
日
乗
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
日
乗
に
よ
る
宣
教
師
追
放
の
動
き
が
な
く
な
っ
た
こ
と

に
よ
っ
て
、
日
乗
に
対
す
る
警
戒
が
薄
れ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。 

 

さ
て
、
書
翰
Ｄ
で
あ
る
が
、
実
は
こ
の
時
期
の
日
乗
の
動
向
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
公
家
は
堺
か
ら

京
都
へ
の
街
道
に
お
い
て
関
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
を
和
田
惟
政
に
許
可
し
て
も
ら
お
う
と
し
た
。こ
れ
に
対

し
て
、
惟
政
が
宣
教
師
の
天
皇
謁
見
を
許
可
す
る
こ
と
と
、
日
乗
に
与
え
た
伴
天
連
追
放
の
綸
旨
を
取
り
消

す
こ
と
を
条
件
に
挙
げ
た
た
め
、
結
局
公
家
は
関
銭
を
徴
収
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
と
い
う
内
容
で
あ

る(
3
1
)

。 
 

こ
の
よ
う
に
、
日
乗
の
名
は
惟
政
が
挙
げ
た
条
件
の
中
で
登
場
し
た
だ
け
で
あ
る
。
そ
の
日
乗
に
与
え
た

綸
旨
と
い
う
の
も
永
禄
一
二
年
の
話
で
、
こ
の
時
期
の
行
動
を
記
し
た
も
の
で
は
な
い
。
よ
っ
て
、
書
翰
Ｄ

が
出
さ
れ
た
元
亀
二
年
八
月
二
九
日
段
階
で
の
日
乗
の
行
動
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
の
書
翰
か
ら
は
読
み

取
れ
な
い
。 

  
 
 

３ 

書
翰
Ｅ 

  

書
翰
Ｅ
に
は
、
日
乗
の
死
を
伝
え
た
記
事
が
あ
る
。
こ
の
書
翰
は
フ
ロ
イ
ス
で
は
な
く
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー

ノ
の
書
翰
で
あ
る
。
フ
ロ
イ
ス
は
天
正
四
年
一
二
月
に
京
都
を
離
れ
て
豊
後
府
内
に
お
り
、
畿
内
は
オ
ル
ガ

ン
テ
ィ
ー
ノ
が
担
当
し
て
い
た
。
該
当
箇
所
を
引
用
し
よ
う
。 

 

【
史
料
７
】
（
書
翰
Ｅ
部
分
） 

 

当
地
方
［
都
地
方
］
の
キ
リ
シ
タ
ン
教
界
の
諸
事
は
よ
く
進
展
し
て
お
り
、
今
年
約
二
千
人
を
キ

リ
シ
タ
ン
に
し
ま
し
た
。
す
で
に
キ
リ
シ
タ
ン
と
な
っ
た
者
は
大
い
に
利
益
を
得
て
お
り
ま
す
。
コ

ン
ス
タ
ン
チ
ィ
ノ
や
他
の
キ
リ
シ
タ
ン
達
が
強
く
せ
が
む
た
め
、
私
は
今
尾
張
国
に
向
か
う
道
中
に

あ
り
ま
す
。
私
は
か
の
国
の
キ
リ
シ
タ
ン
が
利
益
を
得
る
こ
と
を
主
（
な
る
デ
ウ
ス
）
に
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
も
し
美
濃
国
で
説
教
す
る
機
会
が
あ
れ
ば
、
私
達
は
必
ず
主
の
御
名
に
お
い
て
網
を
投



じ
る
で
し
ょ
う
。
尊
師
［
フ
ロ
イ
ス
］
が
信
長
の
前
で
宗
論
を
行
っ
た
（
相
手
の
）
日
乗
上
人
は
先

日
死
去
し
ま
し
た(

3
2
)

。 
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3
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オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
、
都
地
方
の
キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
状
況
を
報
告
し
た
後
、
日
乗
が
先
日
死
去
し
た

こ
と
を
伝
え
た
。
書
翰
Ｄ
か
ら
書
翰
Ｅ
が
出
さ
れ
る
ま
で
、
フ
ロ
イ
ス
、
ジ
ョ
ア
ン
・
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
オ

ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
都
か
ら
書
翰
を
送
っ
て
い
る
が
、日
乗
に
関
す
る
記
述
は
な
い
。
書
翰
Ｄ
の
時
と
同
様
、

日
乗
が
宣
教
師
に
と
っ
て
脅
威
で
は
な
く
、
畿
内
情
勢
を
伝
え
る
上
で
も
日
乗
に
つ
い
て
特
記
す
る
事
項
が

な
か
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
の
た
め
、
か
つ
て
宣
教
師
を
苦
し
め
た
日
乗
の
死
去
を
伝
え
る
記
述
も
、
こ

れ
ほ
ど
ま
で
に
簡
潔
な
も
の
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。 

 

と
こ
ろ
で
、
日
乗
が
死
去
し
た
日
を
伝
え
る
史
料
と
し
て
、
他
に
『
朝
山
家
系
図
』
が
挙
げ
ら
れ
る
。
こ

れ
に
よ
る
と
没
年
月
日
は
天
正
五
年
九
月
一
五
日
と
な
っ
て
い
る
。
こ
れ
が
正
し
け
れ
ば
、
書
翰
Ｅ
の
日
乗

の
死
を
伝
え
る
記
事
は
、
実
際
の
死
か
ら
約
半
年
後
の
も
の
と
な
る
。
そ
の
間
に
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
は
書

翰
を
都
か
ら
出
し
て
い
る
が
、
日
乗
に
は
触
れ
て
い
な
い
。
フ
ロ
イ
ス
に
宛
て
た
書
翰
だ
っ
た
た
め
日
乗
の

こ
と
を
付
け
加
え
た
と
も
考
え
ら
れ
る
し
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
が
日
乗
の
死
を
か
な
り
経
っ
て
か
ら
知
っ

た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
オ
ル
ガ
ン
テ
ィ
ー
ノ
の
書
翰
か
ら
は
没
年
月
日
を
特
定
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
。 

  

以
上
、
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
書
か
れ
た
日
乗
記
事
の
検
討
を
行
っ
た
。
従
来
、
宣
教
師
の
史
料
は
執
筆
者

の
意
図
を
無
視
し
た
解
釈
が
さ
れ
た
り
、史
料
価
値
の
な
い
も
の
と
し
て
切
り
捨
て
た
り
す
る
傾
向
が
あ
っ

た
。
そ
の
た
め
、
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
の
正
し
い
理
解
が
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
今
回
の
日

乗
に
つ
い
て
も
、
宣
教
師
の
史
料
に
日
乗
追
放
の
記
事
が
あ
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
記
事
自
体
は
事
実
に

反
す
る
と
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
で
は
い
つ
信
長
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
か
と
い
う
議
論
が
先
行
し
て
い
た
よ
う

に
思
う
。
し
か
し
、
書
翰
Ｃ
の
日
乗
追
放
と
し
て
理
解
さ
れ
て
き
た
記
事
は
、
後
半
部
分
に
そ
の
後
も
禁
裏

に
出
入
り
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
信
長
か
ら
追
放
さ
れ
た
の
で
は
な
か
っ
た
。
日
乗
が
信
長
の

も
と
か
ら
追
放
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
フ
ロ
イ
ス
が
日
乗
に
敵
意
を
も
っ
て
い
た
か
ら

で
あ
り
、
フ
ロ
イ
ス
の
誇
張
癖
の
範
疇
と
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
日
乗
追
放
を
前
提
に
し
た
議
論

は
、
宣
教
師
の
史
料
の
性
格
を
踏
ま
え
た
も
の
で
は
な
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。 

   
 
 

お
わ
り
に 

  

日
乗
の
後
半
生
に
つ
い
て
、
先
行
研
究
を
踏
ま
え
て
国
内
外
史
料
双
方
か
ら
考
察
し
て
き
た
。
以
下
、
日

乗
の
後
半
生
を
整
理
し
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。 



 
天
正
元
年
に
入
っ
て
間
も
な
い
頃
は
、
義
昭
へ
の
使
者
と
し
て
活
躍
す
る
が
、
義
昭
追
放
後
は
毛
利
へ
の

使
者
や
丹
波
国
山
国
荘
の
入
部
に
日
乗
の
名
が
登
場
す
る
に
留
ま
る
。
天
正
三
年
に
な
る
と
、
三
月
二
五
日

信
長
の
指
示
で
「
典
済
」
と
改
め
る
よ
う
指
示
さ
れ
る
が
、
特
に
追
放
さ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
な
く
、
三

日
後
の
二
八
日
に
は
、
信
長
の
養
女
「
ヲ
サ
ゴ
ノ
御
方
」
の
嫁
入
の
際
、
警
固
役
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
後
、

三
位
法
印
と
称
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
天
正
四
年
二
月
二
六
日
の
記
事
が
「
終
見
」
で
あ
り
、
少
な
く
と
も

そ
の
時
点
ま
で
信
長
の
も
と
に
い
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
没
年
は
『
朝
山
家
系
図
』
に
よ
れ
ば
天
正
五
年
九

月
一
五
日
で
あ
る
。 

 

以
上
の
結
論
か
ら
、
日
乗
が
追
放
さ
れ
た
と
い
う
記
事
は
確
認
し
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

ま
で
の
研
究
の
ほ
と
ん
ど
は
、
日
乗
が
信
長
の
も
と
か
ら
追
放
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
前
提
に
議
論
さ
れ
て

き
た
よ
う
に
思
う
。
そ
の
点
に
つ
い
て
も
国
内
外
双
方
の
史
料
か
ら
検
討
し
た
。
邦
文
史
料
で
は
、
永
禄
一

三
年
三
月
二
一
日
に
日
乗
が
信
長
か
ら
の
怒
り
を
買
っ
た
記
事
、
天
正
三
年
三
月
二
五
日
に
は
何
ら
か
の
理

由
で
日
乗
上
人
か
ら
「
典
済
」
と
改
め
る
よ
う
に
信
長
か
ら
指
示
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
が
、
両
者
と
も
日
乗

追
放
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
史
料
で
は
、
フ
ロ
イ
ス
書
翰
に
の
み

日
乗
が
信
長
か
ら
「
役
職
」
を
剥
奪
さ
れ
た
記
事
が
あ
る
。
し
か
し
、
同
書
翰
に
は
そ
の
後
も
日
乗
が
内
裏

の
出
入
り
を
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
日
乗
が
追
放
さ
れ
た
と
理
解
す
る
の
は
誤
り
で
あ
る
。 

 

フ
ロ
イ
ス
は
、
永
禄
年
間
に
京
都
の
居
住
を
め
ぐ
っ
て
日
乗
か
ら
様
々
な
追
放
工
作
を
受
け
て
い
た
。
そ

の
た
め
、
日
乗
に
対
し
て
敵
意
を
も
っ
て
お
り
、
フ
ロ
イ
ス
の
日
乗
に
関
す
る
記
事
は
そ
れ
が
表
れ
た
記
述

と
な
っ
て
い
る
。
日
乗
が
あ
た
か
も
信
長
か
ら
追
放
さ
れ
た
か
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、
そ
れ
以
降
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
に
日
乗
に
関
す
る
記
述
が
少
な
く
な
っ
た
の
は
、
日
乗
が
宣
教

師
に
と
っ
て
脅
威
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
で
あ
り
、
畿
内
情
勢
の
特
記
す
べ
き
事
項
に
日
乗
が
関
わ
ら
な
く

な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
日
乗
が
信
長
の
も
と
か
ら
追
放
さ
れ
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
書
翰
が

ど
う
い
っ
た
意
図
で
出
さ
れ
て
い
る
か
を
理
解
し
な
け
れ
ば
、
大
き
な
誤
解
を
招
く
こ
と
に
な
ろ
う
。 

 

明
ら
か
に
で
き
た
の
は
以
上
で
あ
る
が
、
史
料
上
の
制
約
も
あ
り
、
日
乗
の
晩
年
は
今
な
お
不
明
と
せ
ね

ば
な
る
ま
い
。
こ
れ
を
明
ら
か
に
す
る
に
は
新
史
料
の
発
見
を
待
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

 


